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問 1 テキストの整数部の変換の仕組みの解説 (p.8)にならって、小数部の変換の仕組みについ

て 10進数0.6875を例に挙げ解説せよ (0.6875(10)=0.1011(2))。

解答例 計算過程から得られる各掛け算の式
0.6875× 2 = 1.375 = 1 + 0.375,

0.375× 2 = 0.75 = 0 + 0.75,

0.75× 2 = 1.5 = 1 + 0.5,

0.5× 2 = 1.0 = 1

の両辺を 2で割ることで,
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を得る. 第 1式に第 2式, 第 3式, 第 4式を順に代入すれば
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となり, 小数部が正しく基数変換されていることがわかる.

評価基準 解答例に準じた解答であれば 1点。



問 2 表 2.5の 8進数の掛け算表に習って、以下の 16進数の掛け算表を完成させなさい。

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 A B C D E F

1 1 2 3 4 5 6 7 8 9 A B C D E F

2 4 6 8 A C E 10 12 14 16 18 1A 1C 1E

3 9 C F 12 15 18 1B 1E 21 24 27 2A 2D

4 10 14 18 1C 20 24 28 2C 30 34 38 3C

5 19 1E 23 28 2D 32 37 3C 41 46 4B

6 24 2A 30 36 3C 42 48 4E 54 5A

7 31 38 3F 46 4D 54 5B 62 69

8 40 48 50 58 60 68 70 78

9 51 5A 63 6C 75 7E 87

A 64 6E 78 82 8C 96

B 79 84 8F 9A A5

C 90 9C A8 B4

D A9 B6 C3

E C4 D2

F E1

解答例 上記の表を参照のこと。

評価基準 上 3角形の部分について、計算ミスや入力ミスが 5つ以内であれば 1点。

問 3 1から 100までの数字の内、いずれの数字であるかを知るために必要な情報量を求めよ。

解答例 1 26(= 64) < 100 < 27(= 128)より,
1
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<

1

100
<
1

26
であるから, 情報量は

− log2
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> − log2
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⇐⇒ 6 = log2 2
6 < log2 100 < log2 2

7 = 7

となる. 従って, 1から 100までの数字の内, いずれの数字であるかを知るためには 7ビット必要

である. (log2 10 = 3.321 · · · を知っていれば, 情報量は

− log2
1

100
= log2 10

2 = 2 log2 10 = 2× 3.321 · · · = 6.642 · · ·

より, 7ビット必要であることが直ちに得られる.)

A. 7ビット

評価基準 解答例に準じた解答であれば 1点。


